
事業名：東部コミュニティセンター空調設備等整備事業

No. 頁番号 項目 回答

1 5 【設計業務】10)

本業務は、脱炭素化推進事業債等の支援制度の
活用を想定しており、提案される事業の支援制
度の適用にモデル建物法よるエネルギー削減効
果の算出で可能であれば、必ずしも標準入力法
を用いる必要はありません。

※公平性の観点から必要な質疑のみ公表しています。

「エネルギー削減効果の算出は標準入力法によるも
のとし」とありますが、現状モデル建物法を検討し
ており、手法については受託後に協議可能でしょう
か。

質疑事項

2026年5月15日

回答書

（募集要項に関する質疑）

大阪府羽曳野市市民生活部市民協働ふれあい課


